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第４章 琵琶湖型航空機の特性 

 
４－１ 第２５回大会出場機の設計傾向  ＜４－１＞ ＜４－３＞ 

 

第２５回鳥人間大会の参加機の中で、ある程度の滑空距離を出したグライダーに 

ついて、その諸元の決定に関する設計傾向について調べてみると、滑空性能 

向上を計る目的で、主翼関係に着目し、翼幅及びアスペクトレシオを非常に大 

きくする事が主流で、主翼の翼幅は ２０ ｍ 以上、面積も１７ ｍ２ 、更にアスペクト 

レシオは実に ２０ ：１ 以上になっている。 

主翼の平面形をみると、中央部分は矩形翼でそれから先、翼端に向かっては 

先細翼となっている。 平均翼弦は １．０ ｍ 程度、上反角は翼端方向に一段、 

二段など、かなりきついものもあり、実際滑空中の主翼の撓みは予想以上に大きく、 

円弧状の上反角を呈している。 

次に特に目につくのは全長が翼長に対して短かく、主翼長に対する全長の比率は、 

ほとんどの機体が ３ ～ ３．６ ：１ の値を示し、一般滑空機の ２ ～ ２．６ ：１に 

比べると、特別な形態の機体と考えて考察を加える必要がある。 

その影響もあって水平尾翼及び垂直尾翼の面積はやゝ少なめで、中でも垂直 

尾翼の面積は絶対値の不足が認められる。 

その為ほとんどの機体が滑空中の円弧状上反角と、翼幅対全長のバランスに 

問題を残し、方向不安定傾向を持っている。 
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４－２ 全幅対全長比と尾翼容積係数、１９３５～２００１迄の比較 
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一般滑空機の歴史的発展と琵琶湖型機  ＜４－４＞ 

 

比較の為 １９２０年代から現代迄の滑空性能のうち、滑空速度と沈下速度の関係を 

図表に示し、琵琶湖型機の占める位置を求めて、この型式が一つの滑空機の新しい 

〝 カテゴリー 〟として独立すべきものと考える。 

 

 
 



 

 
 

 
 

 



 



 
 



 

 

 
 

 

             ▼ 1938 （ ドイツ ） D-30 

 
 

 

             ▼ 2002 （日本） 琵琶湖型 
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